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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：  2022 年 4 ⽉ 30 ⽇ 
● 事 業 名 ： 『捨てるから創るへ』医療機器リサイクルプラットフォームの事業化 
● 資⾦分配団体 ： 九州地域ソーシャルビジネス・コンソーシアム（公益財団法⼈九州経済調査協会、⼀般社団法⼈ユヌス・ジャパン） 
● 実 ⾏ 団 体 ： 本城商店株式会社   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☐有 þ無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状
況 

進捗状況＊ 
 

処理システムの
導⼊ 

対象顧客と採⽤実績
数 
 

⽬標値⇒36 施設 2022 年３⽉時点
で採⽤無し 

・2022 年３⽉時点で
採⽤無し 
・5 施設へのヒアリン
グのみ 

３．計画より遅れている 
⇒地域のコロナ禍と豪⾬災害への
対応で、体制構築が困難な状況を踏
まえ地域への周知が困難(地域展開
と実証⽅法の⾒直しを検討) 

システム開発 システムの開発要件
の達成  

書類の紙運⽤のデジタル
化と運⽤上の業務⼿順の
共有化 

2023 年 3 ⽉ 協議会設⽴延期によ
り、実績値判断でのフ
ォーマット化の準備
段階 
 

３．計画より遅れている 
⇒書類の管理項⽬及び内容の判断
が確定出来ていない。 
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残存価値評価 医療施設からの資産

の査定評価依頼の件
数 

⽬標値２０施設：査定数１
００ 

2024 年３⽉まで
に３００件以上 

実績１７施設 
査定数１００件：１０
０件以上有り 

２．計画通り進んでいる ⇒対象の
佐賀地域からの 
引合いが少ない。福岡県や熊本県か
らの引き合いが多い 

バリューチェー
ン関係企業の参
加 
 

協議会及びプロジェ
クト参加企業数  

バリューチエーン各業務
関係で各５社を予定 

2023 年 3 ⽉まで 
メーカー：２０社 
販社：２０社 
中古販社：１０社 
リサイクラー関
係：４０社 

メーカー：１社 
販社：２社 
中古販社：１社 
リサイクラー：８社 

３．計画より遅れている 
⇒病院側の参加が鈍い事でバリュ
ーチェーン関係者の参加意欲が進
まない現状である。 
ライフサイクル実証の証拠作りが
必要 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  3.課題がある 
 

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
☐変更なし ☐短期アウトカムの内容 þ短期アウトカムの表現  þ短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
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3. 活動に関する報告 
コロナ禍と災害等で対象地域における活動に制限が⼊り、プロジェクトへの動機付けが困難な状況である。 

 協議会設⽴提案に際しての各団体の賛同が得にくい状況で、ターゲットを決めスモールスタートによるライフサイクル管理の実証を⾏う
⽅向が必要かと思われる。 
事務局側にも相談して、医療⽤ベッドをターゲットにした概念実証と実験実証を、⼤学のノウハウを⼊れた指標のモデル化を進める事で 
進める事となる。 
シ ステム構築も 、 標準化 提 案 の基本 と な る今まで の紙運⽤ 実 績 のデジ タ ル 化 をまず進 め る ⽅ 向 と し て い る 。               
概念実証でまず、⼀つのアイテムではあるがライフサイクルの情報共有を実現する計画を進める事を⽬指す。 
 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
医療施設はコロナ禍対策で忙しい中で、如何にコロナ後の SDGs配慮体制構築に向けた提案ができるかを経営層に訴える戦略を検討した。
⼤学側からのノウハウ提供や⾃治体との連携を優先的に⾏ったが、昨年夏に豪⾬災害が佐賀県で発⽣し⾃治体との連携が難しくなった。 
環境⾯での地域セミナーを検討し県の担当者へ相談するも、今やるべきかとの⾒えない声が⼤きくスモールスタートと資産のターゲット 
での⼩規模展開から始める考えで進める。 
 

 
 

③広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

資産処理時の引合いの際に、病院提案書に助成⾦採択の資料を付けている。名刺も新しく助成⾦採択のモノを制作した。 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 ラジオ＋インターネット『トリプルウィン』出演：20210519 

2.広報制作物等 
 

3.報告書等 
九州 SDGs経営推進フォーラム⇒活動報告書提出 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

  九州⼤学のソーシャルビジネスWEB講義⇒プレゼン 20210725 
 

 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した ☐⼀部未公開 þ未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：現在、web サイトの変更を⾏うように進めている。          

予定は、3 か⽉以内を想定 
 

3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：報告⽅法など事務局に相談して取り掛かります。 
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⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
☐内部監査を実施  ☐外部監査を実施  þ実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由：社内決算と年度末等の処理ががさなり、まだ⾏えてません。 
 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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② 九州⼤学Web講義 
① ラジオ出演 
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③ 使⽤済み資産の査定からの流れ 


